
（様式１） 

鎌ケ谷市立第四中学校 第１学年 保健体育科 シラバス 

 
【学習の目標等】［体育分野］ ［保健分野］ 

 

【評価の観点及び内容】            

【評価の方法】 

 

 

 

 
 

 

 

 

【評価の観点及び内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 
【評価の方法】 

 

 

 

 

 

 

【学びを高める学習方法アドバイス】 

【教科担任からのメッセージ】 

 

 

 

 

 

 

（１）学習方法・持ち物 

［体育］ 体育ファイル、筆記用具、（必要であれば、水筒・タオル） 

［保健］ 保健教科書、保健学習ノート、筆記用具 

（２）授業の受け方 

［体育］ ①体育係や教師の指示には大きな声で返事ができるようにしましょう。 

     ②何事もチャレンジからスタートです。わからないことは積極的に質問し、反復練習をしていこう。 

     ③仲間を大切にし、協力して教えあいながら成長していきましょう。 

［保健］ ○積極的に発表、発言をして、自分自身について学びましょう。 

［体つくり運動］体を動かす楽しさや心地よさを味わい、体力を高め、目的に適した運動を身につけ、組 

み合わせることができるようにする。 

［陸 上 競 技］基本的な動きや効率のよい動きを身につけることができるようにする。 

［球    技］勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本的なボールや用具の扱い・操作をし、仲間と連携 

した動きで攻防を展開できるようにする。 

［器 械 運 動］技ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできるようにする。 

［水    泳］記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身につけることができるようにする。 

［保 健 分 野］個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に 

管理し、改善していく資質や能力を育てる。 

【知識・技能】 
○各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能
を身につけるようにする。 

【思考・判断・表現】 
○運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力
を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
○生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営む態度
を養う。 

中学校で初めての男女別の学習です。小学校で既習した学習を確認するとともに新しい学習内容に意欲的な姿勢

で臨みましょう。仲間と協力することや、自己の体力を伸ばすためにも体調管理や安全に気を付け、元気よく学習

に取り組んでください。中学校で初めて取り組む種目もあります。先生の話を良く聞いて、仲間とともに成長でき

る空間をつくっていきましょう。みなさんと授業ができること、楽しみにしています。 

 

【運動や健康・安全についての知識・技能】 
 ・生徒観察 ・実技テスト ・定期テスト ・授業の取り組み 

【運動や健康・安全についての思考・判断・表現】 
 ・学習カード ・各自練習方法、試合中の動き ・課題解決に向けた 
【主体的に学習に取り組む態度】 

 ・授業の取り組み ・出欠席 ・学習カード感想、保健ノート作成への取り組み 



（様式２） 

 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

 

 

４

月 

 

 

 

５

月 

 

 

 

 

 

６

月 

 

 

 

 

７

月 

 

 

 

４ ○体つくり運動（男女） 

・体を動かす楽しさや心地よ
さを味わい、体力を高め、
目的に適した運動を身に付
け、組み合わせることがで
きるようにする。 

※のびのびとした動作で用具
などを用いた運動やリズム
に乗って心が弾むような運
動ができる。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
！ 

10 ○陸上競技（男女） 

・記録の向上や競争の楽しさ
や喜びを味わい、基本的な
動きや効率のよい動きを身
につけることができるよう
にする。 

※クラウチングスタートがで
きる。 

※ハードル走では、ハードル
を越えながら一定のリズム
で走ることができる。 

※走り幅跳びでは、自己に適
した距離で助走ができる。 

８ 
○器械運動 

「マット運動」（男女） 

・技ができる楽しさや喜びを
味わい、その技がよりよく
できるようにする。 

※学習した基本的な技を発展
させ、一連の動きを身につ
ける。 

６ ○水泳（男女） 

・自分に合った、泳法を見つ
け長い距離を泳げるように
する。 

・プールでのマナーを守り、
安全に楽しく活動する。 

※教師からの注意事項を、 
しっかりと聞き守る。 

※水泳学習のマナーを身につ
ける。 

２ 

○保健分野（男女） 

・体の発育・発達 

・呼吸器、循環器の発育、発達 

 

・身体機能の発達について課
題の解決に役立つ基礎的な
事項を理解できるようにす
る。 

※学習カードや学習ノートな
どの提出物を遅れることな
くしっかり提出できる。 

※自分自身の体の発育を知
る。 

３ 

○保健分野（男女） 

・生殖機能の成熟 

・異性の尊重と性情報への対処 

・心の発達と自己形成 

 

・生殖機能の発達、精神機能
の発達と自己形成につい
て、課題の解決に役立つ基
礎的な事項を理解できるよ
うにする。 

※学習カードや学習ノートな
どの提出物を遅れることな
くしっかり提出できる。 

※生殖機能の成熟について 

理解できる。 

１ 

○体育理論（男女） 

・運動やスポーツの必要性と

楽しさ 

・運動やスポーツが多様であ
ること、運動やスポーツの
情報を集めたり、意見を交
換したりすることができる
ようにする。 

※運動やスポーツについて必
要性や楽しさを知る。 



（様式３） 

 

 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

 

 

 

９

月 

 

 

 

 

10

月 

 

 

 

 

 

11

月 

 

 

 

 

12

月 

９ ○ソフトボール（男女） 
・基本的なバット操作と、ボ
ール操作などによって攻防
をできるようにする。 

※ルールやバットの持ち方、
投げ方を知る。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
！ 

９ ○バレーボール（男女） 

・ラリーを続けることを重視
して、ボールの操作と定位
置に戻る動きなどによる空
いた場所をめぐる攻防を展
開できるようにする。 

※サービスは、ボールの中心
付近でとらえる。 

※相手側のコートの空いた場
所にボールを返すことがで
きる。 

９ ○サッカー（男女） 

・ボール操作と空間に走り込
むなどの動きによってゴー
ル前での攻防を展開できる
ようにする。 

※サッカーのルールやボール
操作の仕方を知る。 

※パスやドリブルでボールを
キープする。 

９ 
○バスケットボール

（女子） 

・基本的なボール操作を身に
つけ、空間に仲間と連携し
て走りこみ、マークをかわ
してゴール前での攻防を展
開出来るようにする。 

※ゴール前での攻防の展開を
するためのボール操作と空
間に走り込むなどの動きを
身につける。 

９ ○剣道（男子） 

・技ができる楽しさや喜びを
味わい、基本動作や基本と
なる技をできるようにす
る。 

※相手を尊重し、伝統的な基
本動作の仕方を守り、安全
に留意して取り組む。 

４ 
○保健分野（男女） 

・心と体の関わり 
・欲求と心の健康 
・ストレスとその対処 

・心と体のかかわりと欲求や
ストレスへの対処と心の健
康について、課題の解決に
役立つ基礎的な事項を理解
できるようにする。 

※心と体の関わりを理解す
る。 

※自分にあったストレス対処
法を見つける。 

 

２ 

〇体育理論（男女） 

・運動やスポーツへの多様

な関わり方、楽しみ方 

・運動やスポーツが多様であ
ること、運動やスポーツの
情報を集めたり、意見を交
換したりすることができる
ようにする。 

※運動やスポーツについて自
分なりの関わり方や楽しみ
方を考える。 



（様式４） 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

 

 

 

１

月 

 

 

 

 

 

 

２

月 

 

 

 

 

 

３

月 

 

 

 

 

８ ○長距離走（男女） 

・長距離を走りきる持久力を
身に付けるとともに、自分
自身の限界に挑戦できるよ
うにする。 

・走る前と走った後の心拍数
を測定し、体の中で起こっ
ている変化を体感できるよ
うにする。 

※積極的に記録に挑みつつ、
自分の体の動き、ペース配
分を常に意識する。 

※自己にあったピッチとスト
ライドを知り、上下動の少
ない動きで走る。 期

末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
！ 

９ ○剣道（女子） 

・技ができる楽しさや喜びを
味わい、基本動作や基本と
なる技をできるようにす
る。 

※相手を尊重し、伝統的な行
動の仕方を守り、安全に留
意して取り組む。 

９ 〇ダンス（男女） 

・感じを込めて踊ったり、み
んなで踊ったりする楽しさ
や喜びを味わい、イメージ
をとらえた表現や踊りを通
した交流ができるようにす
る。 

※仲間と協力して進んで取り
組む。 

※意欲的に、恥ずかしがらず
取り組む。 

９ ○ハンドボール（男子） 

・攻撃を重視し、空間に仲間
と連携して走りこみ、マー
クをかわしてゴール前での
攻防を展開出来るようにす
る。 

※ゴール前での攻防の展開を
するためのボール操作と空
間に走り込むなどの動きを
身につける。 

５ 
○保健分野（男女） 

・健康の成り立ち 
・運動、食事、休養・睡眠 
・調和のとれた生活 

・健康の成り立ちと病気が起 
こる要因や健康によい食生
活、運動の効果について理
解できるようにする。 

※健康に過ごすために、バラ
ンスの良い食事をとること
が大切だと知る。 

※健康を保持増進するために
必要な生活習慣を身につけ
る。 

 

 

 

 

 



（様式１） 

鎌ケ谷市立第四中学校 第２学年 保健体育科 シラバス 

 
【学習の目標等】［体育分野］ ［保健分野］ 

 

【評価の観点及び内容】            

【評価の方法】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【評価の観点及び内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 
【評価の方法】 

 

 

 

 

 

 

【学びを高める学習方法アドバイス】 

【教科担任からのメッセージ】 

 

 

 

 

 

（１）学習方法・持ち物 

［体育］ 体育ファイル、筆記用具、（必要であれば、水筒・タオル） 

［保健］ 保健教科書、保健学習ノート、筆記用具 

（２）授業の受け方 

［体育］ ①体育係や教師の指示には大きな声で返事ができるようにしましょう。 

     ②何事もチャレンジからスタートです。わからないことは積極的に質問し、反復練習をしていこう。 

     ③仲間を大切にし、協力して教えあいながら成長していきましょう。 

［保健］ ○積極的に発表、発言をして、自分自身や環境について学びましょう。 

［体つくり運動］体を動かす楽しさや心地よさを味わい、体力を高め、目的に適した運動を身につけ、組 

み合わせることができるようにする。 

［陸 上 競 技］基本的な動きや効率のよい動きを身につけることができるようにする。 

［球    技］勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本的なボールや用具の扱い・操作をし、仲間と連携 

した動きで攻防を展開できるようにする。 

［器 械 運 動］技ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできるようにする。 

［水    泳］記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身につけることができるようにする。 

［保 健 分 野］個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に管 

理し、改善していく資質や能力を育てる。 

【知識・技能】 
○各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能
を身につけるようにする。 

【思考・判断・表現】 
○運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力
を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
○生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営む態度
を養う。 

クラス替えをして新たな仲間との関わりを大切にし、協力しながら、自己の体力を高めていけるようにしてい

きましょう。昨年できなかった種目も行う予定です。楽しみながら前向きな気持ちで取り組んでいってほしいと

思います。 

 

【運動や健康・安全についての知識・技能】 
 ・生徒観察 ・実技テスト ・定期テスト ・授業の取り組み 

【運動や健康・安全についての思考・判断・表現】 
 ・学習カード ・各自練習方法、試合中の動き ・課題解決に向けた 
【主体的に学習に取り組む態度】 

 ・授業の取り組み ・出欠席 ・学習カード感想、保健ノート作成への取り組み 



（様式２） 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

 

 

４

月 

 

 

 

５

月 

 

 

 

 

６

月 

 

 

 

７

月 

４ ○体つくり運動（男女） 

・体を動かす楽しさや心地よ
さを味わい、体力を高め、目
的に適した運動を身につ
け、組み合わせることがで
きるようにする。 

※のびのびとした動作で用具
などを用いた運動やリズム
に乗って心が弾むような運
動ができる。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
！ 

10 ○陸上競技（男女） 

・ルールやマナーを守り安全
に気をつけるとともに、技
術の名称や行い方を理解
し、課題に応じた運動の取
り組み方を工夫できるよう
にする。 

※ハードル走では、ハードル
を越えながら一定のリズム
で走ることができる。 

※リレーでは前走者の渡す前
の合図と次走者のスタート
のタイミングを合わせてバ
トンの受け渡しができる。 

※走り高跳びでは、リズミカ
ルな助走から力強く踏み切
ることができる。 

８ 
○器械運動 

「マット運動」（男女） 

・技ができる楽しさや喜びを
味わい、その技がよりよく
できるようにする。 

※技の行い方や練習の仕方な
どを理解し、課題に応じた
運動の取り組みを身につけ
る。 

６ ○水泳（男女） 

・自分に合った、泳法を見つ
け長い距離を泳げるように
する。 

・プールでのマナーを守り、
安全に楽しく活動する。 

※教師からの注意事項を、 
しっかりと聞き守る。 

※水泳学習のマナーを身につ
ける。 

４ 

○保健分野（男女） 

・傷害の発生要因 
・交通事故の発生要因 
・交通事故の危険予測と回避 
・犯罪被害の防止 

 

・交通事故による傷害は人的
要因・環境要因及びそれら
の相互の関わりによって発
生することを理解できるよ
うにする。 

※学習カードや学習ノートな
どの提出物を遅れることな
くしっかり提出できる。 

※傷害を防止するためにでき
ることを考え、安全な生活
を送る。 

2 

○保健分野（男女） 

・自然災害による危険 

・自然災害による傷害の防止 

 

・自然災害による傷害が災害
時だけでなく、二次災害に
よっても生じることや、災
害情報を把握する必要があ
ることを理解できるように
する。 

※日頃から災害時の安全確保
に備えておく。 

 

 



（様式３） 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

 

 

９

月 

 

 

１

０

月 

 

 

１

１

月 

 

 

１

２

月 

９ ○ソフトボール（男子） 
・基本的なバット操作と、ボ
ール操作などによって攻防
をできるようにする。 

※地面と水平になるようにバ
ットを振り抜く。 

※タイミングを合わせてボー
ルを打ち返す。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
！ 

９ ○剣道（女子） 

・技ができる楽しさや喜びを
味わい、基本動作や基本と
なる技をできるようにす
る。 

※相手の動きに応じた基本動
作を身につける。 

６ 

○保健分野（男女） 

・生活習慣病の予防 
・喫煙の害と健康 
・飲酒の害と健康 
・薬物乱用の害と健康 

 

・健康の保持増進には、生活
環境に応じた食事、運動、
休養、睡眠の調和のとれた
生活を続ける必要があるこ
とを理解できるようにす
る。 

※喫煙、飲酒、薬物が心身に
様々な影響を与える原因を
理解する。 

※毎日の生活習慣を見直す。 

９ ○サッカー（男子） 

・ボール操作と空間に走り込
むなどの動きによってゴー
ル前での攻防を展開できる
ようにする。 

※サッカーのルールやボール
操作の仕方を知る。 

※ボール操作とボールを持た
ないときの動きを身につけ
る。 

９ ○ハンドボール（男女） 

・攻撃を重視し、空間に仲間
と連携して走りこみ、マー
クをかわしてゴール前での
攻防を展開出来るようにす
る。 

※ゴール前での攻防の展開を
するためのボール操作と空
間に走り込むなどの動きを
身につける。 

９ 
○バスケットボール

（男女） 

・攻撃を重視し、空間に仲間
と連携して走りこみ、マー
クをかわしてゴール前での
攻防を展開出来るようにす
る。 

※ゴール前での攻防の展開を
するためのボール操作と空
間に走り込むなどの動きを
身につける。 

9 ○バレーボール（女子） 

・ラリーを続けることを重視
して、ボールの操作と定位
置に戻る動きなどによる空
いた場所をめぐる攻防を展
開できるようにする。 

※バレーボールのルールを知
る。 

※味方が操作しやすい位置に
ボールをつなぐ。 



（様式４） 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

 

 

 

１

月 

 

 

 

 

 

 

２

月 

 

 

 

 

 

３

月 

 

 

 

 

９ ○バレーボール（男子） 

・ラリーを続けることを重視
して、ボールの操作と定位
置に戻る動きなどによる空
いた場所をめぐる攻防を展
開できるようにする。 

※バレーボールのルールを知
る。 

※味方が操作しやすい位置に
ボールをつなぐ。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
！ 

８ ○長距離走（男女） 

・長距離を走りきる持久力を
身に付けるとともに、自分
自身の限界に挑戦できるよ
うにする。 

・走る前と走った後の心拍数
を測定し、体の中で起こっ
ている変化を体感できるよ
うにする。 

※積極的に記録に挑みつつ、
自分の体の動き、ペース配
分を常に意識する。 

※自己にあったピッチとスト
ライドを知り、上下動の少
ない動きで走る。 

２ 

○体育理論（男女） 

・運動やスポーツの効果 

・運動やスポーツの学び方、
安全な行い方 

 

・運動やスポーツの合理的な
実践を通して、スポーツの
意義や効果、安全に運動や
スポーツを行う必要性やそ
の方法について理解できる
ようにする。 

※運動やスポーツは心身両面
への効果があることを知
る。 

※運動やスポーツを行う準備
や安全対策について考え
る。 

９ ○サッカー（女子） 

・ボール操作と空間に走り込
むなどの動きによってゴー
ル前での攻防を展開できる
ようにする。 

※ボール操作とボールを持た
ないときの動きを身につけ
る。 

9 ○卓球（女子） 

・ラリーを続けることを重視
して、ラケットの操作と定
位置に戻る動きなどによる
空いた場所をめぐる攻防を
展開できるようにする。 

※ボール操作とボールを持た
ないときの動きを身につけ
る。 

９ ○バドミントン（男子） 

・自分の役割に応じたボール
操作ができるようになり、
仲間と連携した動きで攻防
を展開し、正規のルールで
ゲームを楽しむことができ
るようにする。 

※コートの空いた場所をねら
って打つ。 

※安定したボール操作を身に
つける。 

３ 

○保健分野（男女） 

・応急手当 

・心肺蘇生法 

・傷害による出血や骨折など
の際には、適切な手当がで
きるようにする。 

・心肺蘇生に陥った人の応急
手当として心肺蘇生法があ
ることを理解し、できるよ
うにする。 

※迅速かつ適切な応急手当が
できる。 

※胸骨圧迫、AED の使用な
どの心肺蘇生法ができる。 



（様式１） 

鎌ケ谷市立第四中学校 第３学年 保健体育科 シラバス 

 
【学習の目標等】［体育分野］ ［保健分野］ 

 

【評価の観点及び内容】            

【評価の方法】 

 

 

 

 
 

 

 

【評価の観点及び内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 
【評価の方法】 

 

 

 

 

 

 

【学びを高める学習方法アドバイス】 

 

【教科担任からのメッセージ】 

 

 

 

 

 

（１）学習方法・持ち物 

［体育］ 体育ファイル、筆記用具、（必要であれば、水筒・タオル） 

［保健］ 保健教科書、保健学習ノート、筆記用具 

（２）授業の受け方 

［体育］ ①体育係や教師の指示には大きな声で返事ができるようにしましょう。 

     ②何事もチャレンジからスタートです。わからないことは積極的に質問し、反復練習をしていこう。 

     ③仲間を大切にし、協力して教えあいながら成長していきましょう。 

［保健］ ○積極的に発表、発言をして、自分自身について学びましょう。 

［陸 上 競 技］基本的な動きや効率のよい動きを身につけることができるようにする。 

［器 械 運 動］技ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできるようにする。 

［球    技］勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本的なボールや用具の扱い・操作をし、仲間と連携 

した動きで攻防を展開できるようにする。 

［水    泳］記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身につけることができるようにする。 

［保 健 分 野］個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に管 

理し、改善していく資質や能力を育てる。 

【知識・技能】 
○各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能
を身につけるようにする。 

【思考・判断・表現】 
○運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力
を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
○生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かな生活を営む態度
を養う。 

【運動や健康・安全についての知識・技能】 
 ・生徒観察 ・実技テスト ・定期テスト ・授業の取り組み 

【運動や健康・安全についての思考・判断・表現】 
 ・学習カード ・各自練習方法、試合中の動き ・課題解決に向けた 
【主体的に学習に取り組む態度】 

 ・授業の取り組み ・出欠席 ・学習カード感想、保健ノート作成への取り組み 

今まで２年間で習得したことを忘れずに、さらにレベルアップした学習ができるよう、新たな技や記録にチャ

レンジしていきましょう！体育では試合やゲームの時間を多くとるので、楽しく元気よく、仲間との関わりを大

切に取り組んでいきましょう！ 

 



（様式２） 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

  

 

４

月 

 

 

 

 

５

月 

 

 

 

６

月 

 

 

 

 

 

 

 

７

月 

12 ○陸上競技（男女） 

・記録の向上や競争の楽しさ
や喜びを味わい、陸上競技
の学習に自主的に取り組
み、自己の課題に応じた運
動の取り組みを工夫できる
ようにする。 

※走り幅跳びでは、自己に適
した距離で助走をする。 

※走り高跳びでは、真上に伸
び上がるように踏み切る。 

※ハードルのインターバルを
３歩か５歩に維持して走
る。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
。 

12 ○卓球（女子） 

・ラリーを続けることを重視
して、ラケットの操作と定
位置に戻る動きなどによる
空いた場所をめぐる攻防を
展開し、正規のルールでゲ
ームを楽しむことができる
ようにする。 

※コートの空いた場所をねら
って打つ。 

※安定したボール操作を身に
つける。 

６ 
○器械運動 

「跳び箱運動」（男子） 

・技ができる楽しさや喜びを
味わい、その技がよりよく
できるようにする。 

※技の行い方や練習の仕方な
どを理解し、課題に応じた
運動の取り組みを身につけ
る。 

６ ○水泳（男子） 

・自分に合った、泳法を見つ
け長い距離を泳げるように
する。 

・プールでのマナーを守り、
安全に楽しく活動する。 

※教師からの注意事項を、 
しっかりと聞き守る。 

※水泳学習のマナーを身につ
ける。 

２ 
○保健分野（男女） 

・環境への適応 

・熱中症の予防と手当 

・身体には、環境に対して適
応能力があり、身体の適応
能力を超えた環境は健康に
影響を及ぼすことについて
理解できるようにする。 

※環境に適応するための方法
と熱中症の予防と手当の方
法を知る。 

３ 

○保健分野（男女） 

・飲料水の衛生的管理 

・室内の空気の衛生的管理 

・廃棄物の衛生的管理 

・飲料水や空気は健康と密接
な関わりがあり、衛生的に
保つには管理することが必
要であることを理解できる
ようにする。 

※健康のためには、飲料水や
空気、廃棄物などの衛生的
管理が必要であることを知
る。 

１ 

○体育理論（男女） 

・現代社会におけるスポー

ツの文化的意義 

・スポーツにはどのような文
化的意義があるのかを考
え、互いに意見交換をしな
がらスポーツについての考
えを深めることができる。 

※現代スポーツにおける 
 文化的意義を知る。 



（様式３） 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

 

 

 

９

月 

 

 

 

 

 

 

10

月 

 

 

 

 

 

11

月 

 

 

 

 

 

12

月 

９ ○ハンドボール（男子） 

・ボール操作と空間に走り込
むなどの動きによってゴー
ル前での攻防を展開できる
ようにする。 

※ハンドボールのルールやボ
ール操作の仕方を知る。 

※得点しやすい空間にいる味
方にパスが出せる。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
。 

９ 

 
○バレーボール（男子） 

・ラリーを続けることを重視
して、ボールの操作と定位
置に戻る動きなどによる空
いた場所をめぐる攻防を展
開できるようにする。 

※相手側のコートの空いた場
所にボールを返す。 

※ポジションに応じたボール
操作を身につける。 

９ ○サッカー（男女） 

・作戦に応じたドリブルやパ
ス、シュートなどの操作で、
仲間と連携してゲームを展
開して楽しむことができる
ようにする。 

※パスを出した後に、次のパ
スを受ける動きをする。 

※ゴール前の空いている場所
をカバーする。 

９ ○バスケ（男女） 

・仲間と連携した動きによっ
てゴール前に空間を作り出
して攻防を展開できるよう
にする。 

※守備者が守りにくいタイミ
ングでシュートを打つ。 

※空間に走り込む動きをす
る。 

９ ○ソフトボール（女子） 
・基本的なバット操作と、ボ
ール操作などによって攻防
をできるようにする。 

※地面と水平になるようにバ
ットを振り抜く。 

※タイミングを合わせてボー
ルを打ち返す。 

６ 

○保健分野（男女） 

・感染症の広がり、その予防 

・性感染症、エイズの予防 

・保健・医療機関の利用 

・医薬品の利用 

・健康を守る社会の取り組み 

・病原体はどのように体内に
入り、病気はどのように広
がっていくのか、感染症を
予防するためにはどうすれ
ばよいかを理解できるよう
にする。 

・健康の保持増進と疾病の予
防には、各機関がもつ機能
を有効に利用する必要があ
ることや、人びとの健康を
支える社会的な取り組みが
有効であることを理解でき
るようにする。 

※感染症の感染経路を知 
り、予防策について、普段
の生活からどう対応すれば
いいかを知る。 

※医療機関や医薬品など、普
段の生活に関わってくるこ
とを理解し、自分自身の生
活に生かしていく。 

９ 〇ダンス（女子） 

・多様なテーマから表したい
イメージをとらえ、動きに
変化を付けて即興的に表現
したり、変化のあるひとま
とまりの表現ができるよう
にする。 

※仲間と協力し意欲的に、恥
ずかしがらずに取り組む。 

※ロックやヒップホップなど
のリズムの特徴を捉える。 



（様式４） 

月 

 

時

配 

学習する内容 

 

学習の目標・ねらい 

 

この学習で身につけて 

もらいたい学習内容・力 

家庭学習要点 

 

１ 

月 

 

 

 

 

 

２

月 

 

 

 

９ ○ソフトボール（男子） 

・基本的なバット操作と、ボ
ール操作などによって攻
防をできるようにする。 

※地面と水平になるように
バットを振り抜く。 

※タイミングを合わせてボ
ールを打ち返す。 

期
末
テ
ス
ト
前
は
し
っ
か
り
範
囲
を
勉
強
す
る
。 

９ ○バレーボール（女子） 

・ラリーを続けることを重
視して、ボールの操作と
定位置に戻る動きなどに
よる空いた場所をめぐる
攻防を展開できるように
する。 

※相手側のコートの空いた
場所にボールを返す。 

※ポジションに応じたボー
ル操作を身につける。 

９ ○卓球（男子） 

・ラリーを続けることを重
視して、ラケットの操作
と定位置に戻る動きなど
による空いた場所をめぐ
る攻防を展開し、正規の
ルールでゲームを楽しむ
ことができるようにす
る。 

※コートの空いた場所をね
らって打つ。 

※安定したボール操作を身
につける。 

９ 〇バドミントン（女子） 
 

・自分の役割に応じたラケ
ット操作ができるように
なり、仲間と連携した動
きで攻防を展開し、正規
のルールでゲームを楽し
むことができるようにす
る。 

※コートの空いた場所をね
らって打つ。 

※安定したラケット操作を
身につける。 

２ 

○体育理論（男女） 

・国際的なスポーツ大会の役割 

・人々を結びつけるスポーツ 

 

・オリパラ及び国際的なス
ポーツ大会は、国際親善
や世界平和に大きな役割
を果たしていることを理
解できるようにする。 

・スポーツは、様々な違
いを超えて人々を結び
つけていることを理解
できるようにする。 

※スポーツや国際的なスポ
ーツ大会の役割を知る。 

 


